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まえがき 

この規格は，工業標準化法第 14 条によって準用する第 12 条第 1 項の規定に基づき，日本羊毛紡績会

（yobokai）及び一般財団法人日本規格協会（JSA）から，工業標準原案を具して日本工業規格を改正すべ

きとの申出があり，日本工業標準調査会の審議を経て，経済産業大臣が改正した日本工業規格である。 

これによって，JIS L 1081:2009 は改正され，この規格に置き換えられた。 

この規格は，著作権法で保護対象となっている著作物である。 

この規格の一部が，特許権，出願公開後の特許出願又は実用新案権に抵触する可能性があることに注意

を喚起する。経済産業大臣及び日本工業標準調査会は，このような特許権，出願公開後の特許出願及び実

用新案権に関わる確認について，責任はもたない。 
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羊毛繊維試験方法 
Testing methods for wool fibres and hairs 

 
序文 

この規格は，1973 年に第 1 版として発行された ISO 2647，1974 年に第 1 版として発行された ISO 2646，

ISO 2648，ISO 2649，1975 年に第 1 版として発行された ISO 137，ISO 2913，ISO 2915，ISO 2916，ISO 3072，

ISO 3073，1976 年に第 1 版として発行された ISO 1136，1981 年に第 1 版として発行された ISO 6989，1997

年に第 2 版として発行された ISO 105-J02 及び 2005 年に第 3 版として発行された ISO 3071 を基とし，技

術的内容を変更して作成した日本工業規格である。 

なお，この規格で側線又は点線の下線を施してある箇所は，対応国際規格を変更している事項である。

変更の一覧表にその説明を付けて，附属書 JB に示す。また，附属書 JA は，対応国際規格にはない事項で

ある。 

 

1 適用範囲 

この規格は，洗毛され，加工された羊毛繊維（回収羊毛を含む。）の試験方法について規定する。また，

この規格は，モヘヤ，カシミヤ，ラクダ，アルパカ，ラマ，アンゴラなどから得た動物繊維にも適用する

ことができる。 

警告 この規格は，事前に適切な注意が払われない場合，健康を害するおそれのある物質 1)及び／又

は方法を規定しており，技術的に適切・妥当であることだけに言及するものである。この規格

を使用する者に対して，健康及び安全に関する法的な義務をいかなる場合においても免責する

ものではない。また，エタノール，ジエチルエーテル，アセトン及び石油エーテルは引火性の

強い危険物であり，火災・爆発などの危険があるので，特に火気，静電気などに注意するとと

もに，取扱いには万全の注意が必要である。 

この規格は，薬品の取扱いの資格及び／又は知識・経験のある者が操作することを想定して

いる。 

注 1) 健康を害するおそれのある物質については，化学物質などの安全データシート（SDS）

に詳しい情報が記載されている。 

注記 この規格の対応国際規格及びその対応の程度を表す記号を，次に示す。 

ISO 105-J02:1997，Textiles－Tests for colour fastness－Part J02: Instrumental assessment of relative 

whiteness 

ISO 137:1975，Wool－Determination of fibre diameter－Projection microscope method 

ISO 1136:1976，Wool－Determination of mean diameter of fibres－Air permeability method 

ISO 2646:1974，Wool－Measurement of the length of fibres processed on the worsted system, using a 

fibre diagram machine 


